































































効果を示す研究が多い（Iino, 2005;  Onaha, 2004;  玉井 , 1992, 2005）。一方、産出に
関しては、シャドーイングの練習が英語音素の調音に効果をもたらしたという報






の間には強めの関係があり（ρ = .683, p < .01）、シャドーイングスコア（ポイント
採点法）とスピーキング評価においても中程度の関係が見られたという（ρ = .496, 
p< .05）。さらに、シャドーイング評価とスピーキングデータの 3 つの下位要素と
の間で有意な関係が見られたとしている（流暢さ（ρ = .437, p < .05）、複雑さ（ρ = 
.434, p < .05）、正確さ（ρ = .546, p < .01））。その上で、音読も含めたスピーキング
との関係について、図 2 のような仮説的な関係を示している。     
　指導の効果に関しては、Sato（2009）が高校生を対象として音読群とシャドー



















抗感が減った」、「音読の重要性を再認識した」、といった項目において 5 段階中 4.0
以上の平均値（4 ＝「そう思う」）という肯定的な回答が得られたという。しかし、
「シャドーイングは難しい」という答えも 4.0 以上あったという。




































両群ともに、TOEIC 向けリスニング教材（『Step Up Listening』 成美堂）を利用した
リスニング中心の授業で、CALL 教室で指導を行った。また、絵描写課題への慣
れやスピーキング力への転移を促す目的から、両群共通して、絵描写課題を前期
2 回、後期 2 回授業の最初の 30 分程度を利用して指導した。その内容は、後述す











　統制群である音読＋リスニング群（統制群 41 名）では、TOEIC テストのリスニ
ング対策ソフト『新 TOEIC テストリスニング問題を鬼のように特訓するソフト！』
（がくげい）の問題を 20 分程度行った後、前時に扱ったリーディング用文章（200
語程度）の音読を 5 分程度行った。音読は、各自で PC を使って音読を録音した後、
モデル音声と自分の音声を聞き比べるという形式で行った。
5.3　スピーキングデータの収集方法と評価方法




ある。3 コマからなる一連の絵を見て 20 秒間話す内容を計画し、出だしの 1 文を
読んだ後、絵の情報を言語化する課題である。CALL 教室で PC 画面に絵を呈示し、
各自の声を一斉に録音し回収した。制限時間は 1 分 30 秒であった。




ようとした場合は高評価とした（例えば、She thought it was bad. を She realized that 
it was wasteful. などと言った場合）。文法に関しては、主語と述語動詞を含んだ文
図3．通常授業における指導計画の概要
実験群 音読→反復シャドーイング→ 音読（30 分×14 回）
＋通常の授業共通  絵描写練習（30 分× 4 回）




なお、両群から無作為に 5 名ずつを抽出して本研究者を含む大学英語教員 2 名で















関しては大まかに 3 分類とし（表 1、表 2、表 3）、協力者は 7 月の体験初期の時
点と 12 月の体験終期の時点で同じ質問に回答した。回答は 5 件法で、1 ＝「全然
そう思わない」、2 ＝「あまりそう思わない」、3 ＝「どちらともいえない」、4 ＝「か
なりそう思う」、5 ＝「全くそう思うそう思う」のいずれかを選択するものであっ
た。学習マネージメントシステムにおけるアンケートプラットホームを活用して











































て対応のある二元配置分散分析（指導 × 期間）を行った（図 4）。その結果、指






















変 数 事前テスト 事後テスト 差 ｔ 検定
平 均 2.37 2.90 .54 統計量: t (40) 2.86  
標準偏差 .81 1.06 1.20 片側Ｐ値 .003 * p <.05 




変 数 事前テスト 事後テスト 差 ｔ 検定
平 均 2.54 3.04 .50 統計量:t (22) 2.23  
標準偏差 .88 .88 1.08 片側Ｐ値 .02 * p <.05 




と統制群の平均値（M=2.88）の間に有意差は検出されなかった（t (62)= 1.70, ηP2= 0.31, 
p =.05）。このことから、両群は指導前の段階において等質と見なすことができた。
　2 群における事前・事後テスト間の変化を見るために、等分散の仮定にもとづ
いて対応のある二元配置分散分析を行った（図 5）。その結果、指導 × 期間の交互
作用に有意差は見られなかった（（F(1,62) = 2.90,ηP2=0.05,  p =.092）。指導に関わらず





変 数 事前テスト 事後テスト 差 ｔ 検定
平 均 2.43 統計量:t(22) 2.91  
標準偏
差
.90 片側Ｐ値 .004 
** p<.01
効果量 Δ（M差/SD事前) .78 中
表7．語彙・文法 統制群（N=41)
変 数 事前テスト 事後テスト 差 ｔ 検定











.94 片側Ｐ値 .053 n.s.

















象とした（統制群 28 名、実験群 27 名）。
　表 8 にシャドーイングに対する認識に関する質問の記述統計および平均値の比
較結果を示す。問 1、問 3、問 4 はシャドーイングに対する肯定的な認識を、問 2、
問9、問19は否定的な認識を尋ねた。統制群では肯定感は期間による差が少ないが、
実験群では有意差こそないものの微増した（問１、問 3）。さらに、否定感は 3 問
ともに実験群の方が減少傾向が強かった（問 2、問 3、問 19）。とりわけ、問 19 に
おいては、文字依存の傾向は統制群では増加したが（t (27)=1.72, d =0.37, p =.096, 有
意傾向）、実験群では減少した。統制群と実験群における7月（体験初期）と12月（体
験終期）の平均値の交互作用を、二元配置分散分析（反復測定）によって確認し
たところ、問 2 において有意傾向が見られた（F(1,53)=2.95, ηP2=0.05, p =.092）。この
原因は、実験群における回答が終期において有意に低下したことによるものであ
る (t(26)=2.56, d =0.75, p=.015)。
　表 9 にシャドーイングの効果感と達成感に関する質問の記述統計と分析を示す。
全体として実験群において変化がみられた。統制群と実験群における 7 月と 12 月
表8．シャドーイングに関する情意面の認識に関する質問の記述統計と分析
統制群 (N=28) 実験群 (N=27)
7月 12月   7月 12月
M M 差 p M M 差 p
SD SD SD SD 
問 1  シャドーイングは楽しいと思う。（肯
定的）
3.39 3.29 -0.11 ns 3.15 3.41 0.26
1.13 0.90  1.1 1.12  
問  3  シャドーイングは英語の勉強にプラ
スに働くと思う。（肯定的）
4.43 4.46 0.04 ns 3.96 3.96 0
0.84 0.79  1.09 0.98  
問  4  シャドーイングはこの授業時間以外
でも練習したい。（肯定的）




0.96 0.90  1.1 0.93  
問  2  シャドーイングは難しいと思う。
（否定的）
4.00 3.86 -0.14 ns 4.07 3.48 -0.59 
0.90 0.89  0.83 0.75  
問  9  シャドーイングはモデル音声につい
ていけないとあせる。（否定的）
4.14 4.29 0.14 ns 4.11 3.74 -0.37 
0.93 0.66  0.7 0.86  
問 19  シャドーイングは音声だけが頼りな
ので、文字を見たくなることがある。
（否定的）




1.06 0.86 1.06 0.86 




問 8（F(1,53)=6.44, ηP2=0.11, p =.014)、および問 17（F(1,53)=5.81, ηP2=0.10, p =.019）に
おいて 5% 水準の有意差が確認された。統制群よりも実験群において、声の大き
さの認識と音声への集中のしやすさの認識が高まったことが明らかになった。な
お、問 7 においては両群で有意な増加を示したことから（統制群 t(27)=2.39, d =0.42, 







復測定）によって確認したところ、問 11（F(1,53)=5.05, ηP2=0.09, p =.029）、および





統制群 (N=28) 実験群 (N=27) 
7月 12月  7月 12月  
M M 差 p M M 差 p
SD SD    SD SD    
問 5 シャドーイングは発音が良くなる
と思う。 
3.93 3.96 0.04 3.93 3.63 -0.30 * 
1.02 0.92   0.96 0.88   
問 6 シャドーイングは練習するほどう
まく出来るようになる。 
4.36 4.39 0.04 4.00 3.89 -0.11 ns
0.87 0.74   1.04 0.97   
問 7 シャドーイングではリズムをまね
るのがうまくできた。 
2.96 3.46 0.50 2.81 3.30 0.49 * 




2.75 2.89 0.14 2.15 3.00 0.85 **





4.21 3.93 -0.29 3.63 3.67 0.04 ns









ns 3.26 3.96 0.70 **
1.17 0.96   1.06 0.90   
注）ns 非有意, * p<.05,  ** p<.01 
－ 117 －
シャドーイング練習が英語スピーキング力とシャドーイングの認識に及ぼす効果
度合が増加した（t(26)=3.91, d =0.85, p =.001）。問 18 においても、実験群では文字を
見ないでいきなり行うことが上達につながる、と感じる度合が増した（t(26)=2.50, 
d =0.58, p =.019）。これとあいまって、問 12 が示すように、文字を見ながらの反復
音読練習は上達法としての認識が低下した（（t(26)=1.79, d =0.44, p =.086、有意傾向）。
また、問 15 が示す、構文理解がシャドーイングの上達を助けるという認識も実験








統制群 (N=28) 実験群 (N=27)
7月 12月  7月 12月
M M 差 p M M 差 p 
SD SD SD SD 
問11 シャドーイングをする前に英文の意
味を理解している方がやりやすい。
4.21 4.39 0.18 ns 4.19 3.70 -0.49




4.46 4.50 0.04 ns 4.19 3.78 -0.41
0.64 0.69  0.96 0.89 
問13 シャドーイングの前にモデル音声を
じっくりと聞きたい。
4.11 4.11 0.00 ns 4.00 3.93 -0.07
1.03 0.99  0.73 0.73 
問14 シャドーイングの前に、モデル音声
を聞きながら文字を目で確かめたい。
4.14 4.00 -0.14 ns 3.89 3.78 -0.11
0.85 0.90  1.05 0.97 
問15 シャドーイングの前に主語・述語な
どの構文を確認するとうまくできる。
3.43 3.82 0.39 ns 3.22 3.59 0.37




2.96 3.14 0.18 ns 2.04 2.89 0.85












1.22 1.11  0.89 1.03 
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